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はじめに

1861年 か ら1895年 の洋務運動 の期 聞中、清朝政府 は造船事業 を最 も重

要な産業 と認識 していた。そ して洋務運動の指導者 たちは造船事業を推進す

るため、"四 局二鳩"(4つ の造船所 と2つ の ドック)を 柱 とす る官営造船
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機構の整備 をすすめた。 四局二鳩 とは、江南機器製造総局(濾 局)、 福州船

政局(閾 局)、天津機器総局、黄哺船局並びに大沽 ドック、旅順 ドックである。

本稿で は、天津機器総局、黄哺船局、大沽 ドック及び旅順 ドックを考察す る

こととする。

一
、1874年 から1895年 の間における中国近代造船事業の発展

3.江 南機器製造練局(上 海)及 び福州船政局以外の地域の造船事業

(1)天 津機器練局の造船事業

江南機器製造総局(上 海)及 び福州船政局の創設後、清朝政府 は均衡の と

れた海防体制整備のためには、中国の北方地域特 に首都北京 と港湾都市天津

及びその周辺地域 において造船関連産業 を振興 させ ることが急務である と認

識す るに至 った。

1866年10月6日 、総理各国事務衙門の最高責任者恭親王変訴 は、 「わが

国が軍事力の増強 を図るためには、人材養成の重要性 は論を待たないが、武

器装備 の充実 はさらに重要であると思量す るところで ある。わが国は現時点

において南方地域の江:'Y-r-..,省に3か 所の武器製造局 を設置 し顕著な成果を挙 げ

つつあるが、他省の需要 を満たすまでには至っていない。そこで北京、天津

地域 における海防増強のためにも、防衛上の要衝地天津 に最新鋭の西洋式軍

事機器 を製造す る天津機器総局 を創設すべ きであ り、 それ によ り南北 の均

衡が とれた理想 的な軍事機器の生産体制が整備 され る。」 と上奏 してい る1)。

また同時期、江蘇巡撫丁 日昌もこの件 にっ いて、「天津 は北京 に近接 しまた

海洋 にも臨んでお り原材料 の輸入や完成 品の輸送 に至便 の地であ る。 した

がって、海防の拠点である天津 に早急に軍事機器 を製造す る機器局 を創設す

べ き と思量 する。」 と上奏 してい る2)。1867年5月 、清朝政府 は通商大 臣崇

厚 に対 して天津に機器製造総局を創設す ることを命 じ、同年中には天津 の東、
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質家沽において"弾 薬局"(敷 地面積54万 ㎡"東 局"と 称せ られた。)の 設

置が始 まり、その後天津の南、海光寺に"鋳 造局"("西 局"と 称せ られた。)

が設置 された3)、〔図1、 図2〕 。1870年 、李鴻章 は直隷総督 に任ぜ られて両

局 の運営を引き継 ぐと、局の名称 を"天 津機器総局"と 改めた。彼 は局機構

全体 にわたる改革を押 し進 める一方で、工場の新増設に取 り組み、最新の機

器 を購入 し、弾薬庫 も建設 し、同年末には正式 に操業 を開始 した。1880年

代 は天津機器総局の全盛期であった。当時本局には洋式銃砲や弾薬を製造で

きる機器が香港か ら購入 されて設置 されてお り、技 師及び技術労働者 の数

は600～700人 であった。東局の規模 は雄大で、最新の機器が備 え られた

建物42棟 、大煙突10本 、お雇 い外国人技 師の住居160余 が設置 されてい

た4}。1872年 には、鋳鉄工場、軟鉄工場及 び木材加工工場が、翌1873年 に

は、新機・器工場 と第二弾薬工場 が建設 され、1874年 には西局 の海光寺鋳鉄

工場が東局 に移転 され、 また蒲 口に23.9万 ㎡の用地 を購入 して、洋式弾薬

庫3棟 と200余 の収納室を有す る倉庫が建設 された5}。東局 は2,000人 余の

技師及び技術労働者 を有 し、弾薬、銃砲、水雷及び各種の軍需機器 を製造す

ることがで き、また所有す る ドックを利用 して蒸気軍艦や商船の修理 もお こ

なった。1888年 には、黒色火薬 と栗色火薬を製造す る大規模な工場が建設

され、 この火i薬工場 は当時世界最大規模 といわれた6}。1891年 、イギ リス製

の製鋼設備 を備 えた製鋼工場が建設 され、1893年 か ら生産体制 に入 った7}。

当時天津機器繕局はすでに中国における洋式近代武器及び弾薬の一大製造拠

点 となっていた。 さらに東局 には"北 洋水師(海 軍)学 堂"、"水 雷学堂"及

び"電 報(電 信)学 堂"が 設 けられ学生たちの育成 に当たった。

天津機器総局 は武器 と弾薬の製造 を主たる任務 としていたが、 そのほか蒸

気軍艦及 び商船の修理 さらには特殊船舶の建造 もお こなっていた。天津機器

総局は江南機器製造総局 をモデル として創設 され、東局 に隣接 して ドックが

1基 設置 され、局内には船舶建造修理用の新型洋式機 器を備 えた工場群が設

置 されていた。 さらに工場群 とドックを結ぶ鉄道 も敷設 されていた8)。1870
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年、直隷総督李鴻章のも と天津機器総局 は艦艇の修理 を開始 し、後 には招商

局(民 間主体 の海上貿易会社。本部は上海)の 商船 の修理 もおこなっている。

1875年 、天津機器総局 は船舶の建造 を開始 し、 同年"直 隷捲河船(河 底 の

泥土を掘削す る船)"と 呼ぼれた鉄製の湊深船 を1隻 建造 している。『津門雑

記』は、 「この俊深機器は形や大 きさは船 と同じであ り、"河 底泥土掘削船"

と呼ぼれていた。人間の腕 に似た働 きをす るその機器 は川底の泥土を掘削 し

て船 に積み込み、0度 に5ト ンの泥土を陸上に搬送で きた。その動 きは迅速

であ り、経費 とス ピー ドの面 において人力 よりもはるかに優れてお り、 こう

した作業 には不可欠のものである。」と記 している9)。これは中国で最初 の"グ

ラブ式"凌 深船で あ る。 また1880年 か ら1881年 まで に、長 さ20mを 超

え る"機 雷艇(水 雷 を敷設す る艦艇)"を2隻 建造 してい る。1878年4月 、

李鴻章は 「天津機器練局 は武・器弾薬 を製造するだ けでな く、`鎮海'号 、`操江'

号な どの艦艇 に対す る石炭、食料の供給のほか、船体や蒸気機 関な どの修理

をもお こな うべ きであ り、また招商局な どの商船 の故障等 に際 してはいつで

も本局 において対応すべ きであ り、さ らには湊深船 な どの特殊船舶 の建造 に

も当た らなければな らない もの と思量す る。」 と上奏 しているIo)。

1880年9月 、天津機・器総局は中国で初 めての"潜 水=艦 〔当時は、水中(蒸

気)船 と呼 ばれた。〕"を 建造 した 〔図3〕 。 この潜水艦の建造過程 に関 して、

1880年6月 、上海教会か ら出版 された 『益聞録』 は、「昨年(1879年)、 あ

る官僚が水中船の建造 を上奏 し、裁可後直ちに天津機器総局 は試作 に着手 し

た。天津機器総局 においては、水中船の設計、技師 ・技術労働者の雇用及び

建造資金の調達がすすめ られた。水 中船の建造現場 は局の外部 に設 け られ、

10数 人の技師及び技術労働者 たちは建造現場 に缶詰状態 とな り作業 はすす

められた。木材、鉄材 などの建造材料が購入され、分業体制による建造作業

が整然 とすすめられた。そ して仕事 に直接携わ る技師、技術労働者以外の局

内外すべての人の立ち入 りは厳禁 され、 またその年の夏か ら秋 の間 にお ける

竣工が約束 された ともいわれてい る。」 と記 してい る")。 当時の状況下 にお
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いては、潜水艦 とい うまった く新 しい船種、船型 に属する艦艇の建造は極秘

裡 にすすめ られ る必要があった ことはい うまで もなか ろう。 また 『益聞録』

には次の ような記述 もある。 「同年八月中秋(1880年9月19日)、 この水 中

船 は竣工 し、試験航行 にも成功 した。 この水 中船 はラグビーボールのような

形 を し、停泊時は船体の半分 を水面上 に浮かべてお り、船上には空気取入機

器 な どが装備 されてい る。敵艦 に気づかれないで水雷 を水 中に布設 す るこ

とができ、水面下の艦体 を攻撃す ることができる。9月19日 の試験航行時、

水 中船の動 きは機敏で、水巾船 として求め られ る機能を満た していた。一般

の河川 はあまり水深が深 くないので、航行を発見 されないような完全 な水中

航行 は困難であ るが、外洋において は深 く潜行で きるので海面上か らの発見

は不可能であるので、水雷の敷設 を意のままにおこな うことがで き、まこと

に敵艦攻撃のためには強力な武器 となる。」'2)。天津機器総局が当時の設備 と

技術水準の下で このような潜水艦 を建造 したことは中国近代艦艇工業史上 に

おける壮挙 といえよ う。 また天津機器総局 はすでに"船 橋(ふ なぼ し。数多

くの船 を浮かべ、 これ に桁 を渡 して板 を張 り通行 の用 に供す るもの。)"を 建

造 してお り、130余 隻を連結す ると300mを 超 える大河 も渡河す ることがで

きた。1881年 には130馬 力の特殊船 を2隻 建造 し、海湾 口における水雷敷

設や小型戦艦 としての使用 に供 している'3)。そ して、 ここで特筆すべ きこと

は、 こうした湊深船、潜水艦、船橋 な どが、すべて天津機器総局 の技師及 び

技術労働者たち自身の弛 まぬ研鐙 によって建造 された"自 国建造特殊船舶"

で あった とい うことである。

1881年 夏、天津機器総局 は直隷総督李鴻章 のための専用 蒸気船`仙 航'

号(喫 水0.375m、 乗員45～50人)を 建造 し'4)、また1887年 には西太后(慈

禧太后)の 御用船 として2隻 の小型蒸気船`翔 雲'号 と`捧 日'号 を建造 して

いる。西太后 は両船 を噸和園内の昆明湖 に浮かべて 自身舟遊 びを楽 しむ外、

両船が曳航す る遊覧船に大 臣、高級官僚や外国大使 な どを招 きともに舟遊 び

を楽 しんだ。 さ らに1891年 には、西太后 のた めに`捧 日'号 をモデル とし
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た もう1隻 の御用蒸気船`恒 春'号 を建造 してい る。1875年 か ら1891年 の

17年 間 に、天津機・器総局 は大小ll隻 の蒸気船 を建造 している。

1900年 、洋務派官僚 たちが30余 年 にわた り苦心惨憺 して経営 に努めた

北中国最大の総合的近代軍事機器工場"天 津機器総局"は 八か国連合軍の攻

撃 に より"鞠 為茂草,蕩 然無存(工 場群 は跡形 も無 く消 え去 り、跡 には広

大な草地だけが残 った。)"'5)と化 した。

(2)黄 哺船局の造船事業

1866年 か ら1868年 の間、両広総督瑞麟 は、イ ギ リス、 フランス両 国か

ら`澄 波'号 な ど7隻 の蒸気巡視軍艦 を購入 した。1873年 、瑞麟 は蒸気軍

艦 の自国建造 修理及び洋式銃砲 の製造 をお こな うために、官僚 の温子紹 を

責任者 に任命 し広州城南 において"広 東軍装機器局"の 創設に当た らせ、翌

年温子紹 は開局 に こぎつ けてい る'6)。温子紹 は1834年 の生 まれで、広東軍

装機 器局初代 の局長(総 辮、即 ち国営企業 の社長)に 就任 してい る。彼 は

自ら香港 に赴 き機器類 の購入 に当た るとともに、外国船舶の研究 をお こな

い、広東軍装機器局 において蒸気軍艦の建造 と洋式銃砲 の試作 に取 り組んだ。

1875年7月 、機器局 を拡張す るために広州城西 に新たに新工場が増設 され

た'7)。この工場 は1878年 に竣工 し、主 として洋式銃砲及 び弾薬 の製造 に当

たったが、蒸気船の建造 もおこなっていて、後 に"広 東軍需局"と 改称 された。

1876年 秋、瑞麟の後任の両広総督劉坤0は 銀8万 両で、香港黄哺 ドック

会社 が広州黄哺 に所有す る3か 所の ドック、即 ち"ク ーパ ー(Couper、 中

国名桐拝)ド ック(大 型 の石造製)"、"ル ックス ン(Looksun、 中国名録順)

ドック(大 型の石造製)"、"イ ー レン(中 国名干仁)ド ック"及 び関連 する

すべての施設 を買収 した18>、〔図4、 図5〕 。イー レン ドックは洋式学堂を開

設するために使用 され、 またクーパー ドック(長 さ156.7m。 中 ・小型船舶

の建造修理の場合には、 ドックを仕切 ることによ り同時 に2隻 の建造修理が

可能であ り、 ドックの利用率 を高 めるこ とがで きた。)及 びル ックスン ドッ
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ク(長 さll6.7m)は 、広東軍装機 器局の造船事業 を担い、広東全域 の蒸気

船 のx造 修理に当たった。

両広総督劉坤「 は、広州郊外の虎 門近郊長洲 に所在す る上述 の2つ の大

型石造 ドックは、"実 為虎 門内第一重要門戸,未 可雇之外人(虎 門内の最重

要海防拠点で あるので、外国人 を雇用す ることはで きない)"と 認識 してい

たので、広東軍装機器局 においては上述の ドック買収以降 は一人の外国人技

師も雇用 されず、技師及び技術労働者の大部分 は外国系工場での作業経験の

あ る若手 の中国人が雇用 された。1874年 か ら1882年 の間 に、本局 におい

ては、珠江河 口周辺 を就航す る小型蒸気船及び砲艦が27隻 建造 されてお り、

それ らの大部分 はクーパー ドック及 びル ックスン ドックにおいて建造 されて

いるが、その中には`海 長清'号 、`執 中'号 、`鎮東'号 、`輯 西'号 、`海東雄'

号、`靖 安'号 、`横 海'号 、`宣 威'号 、`揚 武'号 、`翔 雲'号 、`南 図'号 な

どの砲艦及び小型蒸気船が含 まれている。1882年2月 、広東軍需局 において、

外国製蒸気機関を使用 して砲艦`肇 安'号(鉄 木構造。排水量300ト ン)が

建造 されてい る。

1881年9月 、温子紹 は私財 を投 じて、西洋蒸気軍艦 を模造 した"蚊 子船

(蚊のように小 さいが、強力な攻撃力を有す る喫水の浅い砲艦)"の 試作 に成

功 している。 これ らの蚊子船 は動 きが軽 快で防御 にも適 してお り、操縦 は自

在で、体 当た り攻撃 によ り敵の鉄 甲軍艦 を貫通する能力があ り、海防には最

強の兵器 とい うことがで きる。この蚊子船は攻撃を主 とす るものであるので、

x造 経費は廉価で建造期間 も短 く、 その動 きは機敏で船体 は堅牢である。 こ

の船 は鉄木構造 で、長 さ41m、200馬 力、排水量350ト ンであ る。船長 が

短 いので、前瞠砲式を後瞠砲式 に改 める とともに、砲弾の重量 を2.7ト ンか

らL5ト ンに減少 させ るな どして大砲及び巡航速度の改善を図っている。`海

東雄'号 と命名 された この船 について は、「船底 は全てチーク材が使用 され、

竜骨 には23～26cmの 角材 と補 強のための鉄筋が使用 され、船体及 び主要

な部分 は厚い鉄板で覆われていて極めて強固で、新式の"カ ンパ ン式蒸気機
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関"を 装備 してお り、設計通 りの特殊艦艇が竣工 した。虎 門にお ける試験航

行及び大砲 の試射 もすべて順調 に実施 された。当時イギ リスのアモスゾン造

船所か ら購入 した同型の蚊了船`海 鎮清'号 が ちょうど広州 に到着 していた

ので、両船の性能比較がおこなわれたが、その結果 は次 の通 りであった。イ

ギリス製の`海 鎮清'号 は機器類 の装備が豊富で、船体 は鋼鉄製で堅牢であ

る。一方、模造船`海 東雄'号 は`海 鎮清'号 よ りも規模及 び巡航速度 にお

いて僅かな差が見受 けられ るものの、建造経費 ははるかに廉価であ り艦艇 と

しての能力を充分 に備 えてい る。」 との記述がある'9)。`海東雄'号 の建造経

費は、`海 鎮清'号 の購入価格の僅か4分 の1で あるばか りでな く、その建

造 は温子紹の統括 のもと、ひ とりの外国人技術者 も雇用せずにおこなわれた。

温子紹 は広州人で大資産家で はないが、中国の海防が未だ充分でない ことに

危機感 を覚え、 自らの資財 を投 じて強力な攻撃力を有す る一隻の蚊子船 を建

造 したのである。両広総督劉坤一は彼 を讃 えて、「温子紹 は生来聡明であ り、

西洋の科学技術 に対す る造詣が深 く、銃砲、水雷な どの製造 に優 れた能力を

有 していて、た とえぼ"グ レン砲"で いえば、 その操作性 は西洋製のもの と

比較 して勝 るとも劣 らず、 その製造価格 は3割 以下で ある。 そのた め北 中

国の各省か らグレン砲の購入希望が殺到 してい る。広東 の財政状況 は逼迫 し

ているので、温子紹は広東軍装機器局 内の運営経費、人件費、材料費全般に

ついて極力節約 に努め、万やむを得ず不足 を生ず る場合 には自ら局外 におい

て借 り入れをお こなうな どして決 して事業を滞 らせた ことがない。温子紹の

国家 と広東軍装機器局 に対す る忠誠心 は賞賛 され るべ きものである。彼 の名

声 を慕 って、山東、江蘇、雲南、貴州、越 南(ベ トナム)な ど各地か ら技術

者が集 まって来ている。広東軍装機器局長温子紹 は卓越 した業績を挙 げてお

り、国家 に とって有用な人材であるので、将来 においてその能力の活用が図

られて しか るべ き もの と思量す る。」 と上奏 してい る20)。温子紹 は、造船や

機器製造 に卓越 した能力 を発i揮しただ けでな く、局 内の技師及び技術労働者

の育成 についても重要な貢献 を果た している。温子紹は、中国の造船及 び軍
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需工場経営の近代化過程 における最 も有能 な人物の一人であるということが

で きよう21)。

1884年 、両広総督張之洞 は広東の地理的、工業的な優i位性及 び広東軍装

機器局 の存在 な どの有利な条件 を利用 して、広東地域 における軍需工業 の配

置の調整 に着手す る とともに、"南 洋(鯉)海 軍"創 設のための準備 を積極

的にすすめていた。同年7月 、張之洞 は広州黄哺 に"..==..水 雷局"及 び"黄

哺 魚雷局"を 創設 し、 さらに同年12月 には、広東軍装機器局及 び広東軍需

局 における銃砲、弾薬製造部門 と造船部門の分離 を図 り、銃砲、弾薬製造部

門 を"広 東製造局"と 命名 した。また1885年 の初め、クーパー ドックとル ッ

クスン ドックを主体 とす る"黄 哺船局"を 創設 した22}。黄哺船局 においては、

"浅 水砲艇(喫 水 の浅 い砲艦)"を 建造 す るた め
、香港 の造船 関係企業 にお

いて作業経験のある中国人技術労働者 を雇用 し、また香港 の中国系及び外国

系資本 の造船所か ら設計書 も入手 し、 さらに香港や上海、その他外国か らも

機器類や原材料を購入す るとともに、工場建設 も並行的におこない購入 した

機 器設備 を直ちに工場 に備 え付 けた。1885年3月 、鉄木構i造の浅水砲艇 の

建造 に着手 し、 同年末 まで に4隻 の浅水砲艇 を次 々 と竣工 させてい る。 そ

れ らは、`広 元'号 、`広 享'号 、`広 利'号 及 び`広 貞'号 と命名 された。4

隻 はいずれ も、長 さ33.55m、 幅5.49m、 喫水2.29m、 排水量200ト ンで、

2基 のスクリューが装備 され、それぞれのス クリューは専属の横型 カンパ ン

式蒸気機関 に連結 されていて推進装置 となってい る。`広 元'号 及び`広 貞'

号 は、 それぞれ78馬 力、速度8.7ノ ッ トで、`広 享'号 及 び`広 利'号 はそ

れ ぞれ65馬 力、速度7.8ノ ッ トである。 この4隻 はいずれ も沿海周辺 の航

行が可能であ り、王樹楠編 『張文嚢公全集』 は、「"船 自転涙頗霊,行 駿亦速,

機器一切磨 擦興潔"(こ れ らの船舶 は操舵性 に優れてお り、速度は速 く、機

器類の仕上が り具合 は緻密である。)」と記 してお り、その性能 は当時の同種

の外国製艦艇 と比較 して同等で あった 〔図6〕 。 ところで、浅水砲艇 は外洋

において敵艦 と交戦で きる能力を有 していなかったので、"巡 海快艇(砲 艦
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よ りも大型で、海防能力の優れた艦艇)"の 建造が求め られ るようになった。

しか しなが ら、黄哺船局の船舶建造能力 には限 りがある上、当時財政的にも

経費の不足 を来た していて艦 艇の建造経費の半分 は地方官僚や資本家の寄付

を仰 ぐとい う状況であった。黄哺船局は福州船政局 に委託 して、鉄木構造の

巡海快艇`広 甲'号 並びに3隻 の快速魚雷艇`広 乙'号 〔図7〕 、`広丙'号 、`広

庚'号 の建造 もお こなっている。1888年5月 には、鉄木構造の姉妹浅水砲艦、

`広 戊'号 及 び`広 巳'号 の建造 に着手 している
。両艦 は ともに、長 さ45.72

m、 幅6.1m、 喫水2.13m、 排水量400ト ン、400馬 力、速度10ノ ットで、

2基 のス クリューが装備 され、 それぞれのス クリューは専属の横型蒸気機関

に連結 されていて推進装置 となってい る。 この姉妹艦 の機器設備 はすべて

本局 の技師及 び技術労働者たちに よって設計建造 されてい る23)。1889年 に

は、 ドイツか ら購入 した設備機材 により9隻 の水雷艇 を建造 している。 また

1890年 か ら1891年 の間に、本局 において姉妹鉄 甲砲艦、`広金'号 及び`広 玉'

号が建造 されている。両艦 は黄哺船局 において初めて採用 された"リ ベ ッ ト

締 め"技 法によ り建造 された鉄鋼船で、近代期 の広州 において建造 された最

大 の軍艦である。両艦 は黄哺船局 の董福華の統括監理の もとに建造がすすめ

られ24)、さ らに張之洞の命 により福州船政局か ら派遣 された2人 の欧州帰国

留学生鄭成 と曽宗濠が監督 に当たった。両艦 はともに、長 さ45.72m、 幅7.32

m、 喫水3.Om、 排水量650ト ン、500馬 力、速度11ノ ッ トであ り、2基

のス クリューが装備 され、それ ぞれのスク リューは専属 の蒸気機 関に連結 さ

れていて推進装置 となってい る。1874年 か ら1891年 までの間 に、広東軍

装機器局及び黄哺船局 において は20隻 の艦艇が建造 され、洋務運動期間中

における船舶建造総 トン数 は中国第2位 であ り、造船基地 としては福州船

政局 に次 ぐ地位を占めるようになっていた。特 に1884年 、海防へ の熱意に

溢れ造船 を重視する張之洞が広東 における軍事工業振興策等の立案、実施 に

着手 して以降、5年 間で8隻 の軍艦が建造 され黄哺船局 の造船技術 は明 らか

に向上 してい る。艦艇 の大 きさは造船 を重ね る毎 に大型化 し、排水量は200
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トンか ら650ト ンに、 また蒸気機 関は500馬 力に、速度 は7ノ ッ トか らll

ノ ッ トにまで達 してい る。艦艇 の構造や機器類 も飛躍 的に向上 し、鉄木構造

船か ら鉄鋼船、ボル ト締 めか らりペ ッ ト締めへ と技術革新がなされた。黄塘

船局の工場設備が福州船政局 と比較 して決 して優れているとはいえない条件

下で、長期にわたって自主建造が続 けられた ことはまことに高 く評価 されな

ければな らない。 しか しなが ら1889年 、張之洞 〔図8〕 が湖広総督 に転 じ

て李翰章が両広総督 を引 き継 ぐと、李翰章は以後一貫 して無為 の態度 を貫い

た。そ して1893年 、彼 はなん と黄哺船局の機能 を停止 させ るという挙 に出

た。1901年 になって ようや く、清朝政府 は黄哺船局 の業務 を再開 したが造

船事業はお こなわれず、船舶の修理のみがお こなわれた。

(3)大 沽 ドッ クの 造 船 事 業

1875年 、 清 朝 政 府 は直 隷 総 督 兼 北 洋 大 臣李鴻 章 を北 洋海 防 の責任 者 に任

じた。1880年 、 李 鴻 章 は イ ギ リス及 び ドイ ツ か らll隻 の 軍 艦 を 購 入 して

海 軍 を創 設 した 。 当 時北 洋地 区 に は軍 艦 の維持 補修 が可 能 な ドッ クが存 在

して いなか っ たの で、上 海、 福 州 な どの ドックにお い て軍艦 の補修 をお こ

な って いた。 しか しなが ら、 「上 海、福 州 まで は海 上 ル ー トが遠 くその往復

に時 日を要 す るこ と、 さ らに一 朝有 事 にお ける参戦 逸機 を虞 れ るこ と」25)か

ら、 李 鴻 章 は天 津 地 区 へ の ドッ ク建設及 び海軍艦 艇修 理 の建 議 をお こない、

裁 可後 の1880年 、 直 ち に北 京 ・天 津 地 区 防衛 の要 衝地"大 沽"海 神 廟 付 近

に7.34万 ㎡ の 用 地 を購 入 し、"大 沽 ドッ ク"を 創 設 して い る 〔図9、 図10、

図11〕 。 大 沽 ド ッ ク は5か 所 の ド ッ ク を 有 し、1号 ド ッ ク(1880年 建 設 。

長 さ97.5m、 幅27.4m、 深 さ6.lm)は 海 神 廟 の東 北 に位 置 して い て2,000

トン 以 下 の船 舶 の修 理 が 可 能 で あ り、他 の4か 所 の ドッ ク は海 神 廟 の 西 北

に 位 置 した の で西 ドック と称せ られ た。 西 ドックの 内、2号 ド ッ ク(1884

年 建 設 。 長 さ106.7m、 幅24.4m、 深 さ5.2m)及 び3号 ドッ ク(1884年

建 設 。 長 さ106.7m、 幅25.3m、 深 さ4.9m)は と も に1,500ト ン以 下 、 ま
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た4号 ドック(1885年 建設。長 さ91.4m、 幅25.3m、 深 さ4.3m)は300

トン以下の船舶 の修理が可能で あ り、 さ らに5号 ドック(1885年 建設。長

さ51.8m、 幅30.5m、 深 さ2.lm)は 小型 の船舶 を数隻同時 に修理す るこ

とが可能で あった。上記5か 所 の ドック以外 に、土製 の ドックが2基 建設

され、さらに蚊子船のエ ンジン凍結防止 と維持補修のための専用の ドックが

建設 された。 ドック以外に、蒸気機関工場、鋳鉄工場、木製模型工場、製銅

工場、錬鉄工場、木材工場、ボイラー棟、揚水棟、動力棟、埠頭、起重機、

設計センター、事務棟が建設 された。技師及び技術労働者の数は600余 人で、

福州船政局の第1回 欧州派遣留学生羅豊禄が初代の大沽 ドック総沽に任命 さ

れた。

大沽 ドックは1881年 か ら海軍の艦艇 の修理受注 を開姶 した。`定 遠'号 、

`鎮 遠'号
、`済 遠'号 な どドックの収容能力を超 える7隻 の鉄 甲軍艦及 び巡

洋艦 を除いて、他の18隻 の艦艇 はすべて大沽 ドックにおいて修理 をお こなっ

ている。そのほか、外国か ら購入 したかな りの数の中小の駆逐艦及 び魚雷艇、

そ して北方地域 の海防の任 に就 く`操 江'号 、`鎮 海'号 、`快 馬'号 な ど8

～9隻 の艦艇 も修理や部品交換 のため大沽 ドックを使用 してい る。1881年

か ら1900年 の問に、大 沽 ドックにおいては大小73隻 の艦艇 が修理 をおこ

なっている。

1882年 、大沽 ドックは軍艦 の建造 を開始 した。 また中小の魚雷艇、砲艦

及 び補給艦 も何隻か建造 しているが、その中で最大の艦艇 は、1886年 に建

造 した鉄鋼製曳航艦`遇 順'号(長 さ38.4m、 幅6m、 喫水2.72m)で あ り、

李鴻章 は、 「船体 は鋼鉄製で、カ ンパ ン式蒸気機 関3基(350馬 力)を 装備

してい る。巡航速度 は12ノ ッ トで、操船 は容易で通常の艦艇 と比較 してか

な り広い甲板 を有 してお り、兵員、大砲、水雷な どそれぞれの 目的に応 じた

利用が可能で ある。」26)と上奏 してい る。1885年 、イギ リスか ら購入 した快

速練習帆船が大沽 ドックにおいて改造 され、`敏 捷'号 と命名 されて海軍の

練 習船 として配備 された。1882年 か ら1913年 の間に、大沽 ドックにおい
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ては大小38隻 の艦艇が建造 されているが、蒸気機関の馬力、巡航速度、造

船総 トン数及び船舶規模 において黄哺船局 には僅 かに及 ぼなかった。1892

年、大沽 ドックは大砲工場 を増設 し、大砲 の生産 に着手 した。 日清戦争の期

間中、大沽 ドックは昼夜兼行で作業 を続 け損害 を受 けた艦艇の修理に当たっ

たほか、弾薬 と水雷の製造 に追 われた。1899年 には旅順魚雷大隊 も大沽 ドッ

クに所属す ることとなった。 この時点で、大沽 ドックは中国北方地域 におい

て最 も早 く建設 された軍艦建造修理工場であるぼか りでな く、中国北方地域

における重要な弾薬工場 のひ とっ となった。

1900年6月17日 、八か国連合軍が大沽 に侵入 し、大沽 ドックはロシア海

軍に占領 された。大量の技師及 び技術労働者が解雇 され、 ドック内の技師及

び技術労働者のi数は半i数以下 となった。1902年12月 、清朝政府 は大沽 ドッ

クを奪回 したが、 ドックは惨憺た る有様で各工場 とも凄 まじい破壊 を被って

いた。当時の財政状況の逼迫か ら工場 は削減 され ることとな り、全体で260

余 人の技師及 び技術労働者が余剰状態 となった。その後大沽 ドックの生産能

力は辛亥革命前 までず っと低下 を続け、機器類の取付工事受注や僅かな船舶

の建造修理 によって辛 うーじて命脈が保たれ るという状況であった。

(4)旅 順 ドックの造船事業

清朝政府 は、長 さ94.5m、 排水量7,335ト ン とい う当時世界最大級の鉄

甲軍艦`定 遠'号 及び`鎮 遠'号 の建造 を ドイ ツの ファルカン造船所 に発注

後ただちに、 これ らの大型軍艦 を修理で きる大型 ドックの建設 に向けて具体

的な行動 を開始 した。すなわち大沽 ドックの建設 とほぼ同時期の1880年 、

李鴻章に命 じて渤海湾 の玄関口であ り、遼東半島の先端部 に位置す る要・衝の

地旅順の要塞化 を図 るための築港作業 に合わせて ドックの建設 に着手 した。

翌1881年 、李鴻章 は旅順工事局を設置 し、砲 台、工場倉庫、港、 ドックの

建設 を計画的に進めることとした。 しか しなが ら、大規模工事のため作業 は

しば しば停滞 を余儀 な くされたため、1886年 に至って未完成 の工事部分 に
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ついて上海にあ るフランス系銀行の紹介 によるフランス人 ドゥウェニ(中 国

名徳威尼)の 会社に建設工事 を委託す ることとした。李鴻章 は委託工事の監

理 をおこなわせ るために中国人の専門家 を派遣 して工事の円滑 な進行管理 を

図った。委託金額 は銀125万 両、工事期間 は30か 月、堅固保証期間(請 負

人が工事 の堅固さについて保証す る期間)は10年 間であった。その後、港、

ドック、 その他関連施設 を波浪の衝撃 と浸水 か ら守 るための防波堤の増強

工事 な どの工事 内容の増加 によ り、工期が半年 間延期 されて1890年11月

9日 竣工 した。最終委託金額 は銀139.35万 両で増加額 は14.35万 両 であっ

た。なお着工時か らの総工事費は200余 万両 に達 した。 また、当該工事 は

大規模 で工期 も長期間を要す ることか ら、 ドック竣工 までの間、大型艦艇を

除 くその他の艦艇 の修理 につ いては大部分 を大沽 ドックが担 うこ ととされ

た。1890年 、10年 の歳月 を要 した旅順 ドックの建設が完成の 日を迎え、北

洋海軍旅順 ドック と命名 された 〔図12、 図13、 図14、 図15〕 。旅順 ドッ

クは、敷地面積18万 ㎡、長 さ138m、 幅41.3m、 深 さ12.7mで 、"万 トン

級"の 大型船舶 を収容可能な石造 ドック1基 及 び"千 トン級"の 小型船舶

を収容可能 な石造 ドック1基 を有 していた。港 は、東西方向331.3m、 南北

方向300m、 干潮時の深 さ8mで 、石造埠頭1か 所、T字 型鉄造埠頭1か 所

を有 していた。 ドックの建設には山東省産の大石材 と西洋セメン トが使用 さ

れ極 めて堅牢 な構造であった。また工場等の敷地面積 は8,100㎡ で、ボイ ラー

工場、機器工場、木造部品製造工場、銅部品製造工場、鋳鉄工場、鍛造工場

等 と倉庫が14棟 あ り、 ドックに隣接するそれ らの工場群 は"ド ックの9工

場"と い う名で知 られていた。工場内には、各種金属切 削機、鍛造機、鋳造

機、蒸気機関な ど181台 が設置 されていた。 そのほか に事務棟が3棟 あ り、

さ らに敷地 内には総延長3,023mに 及ぶ鉄道 と8,000mに 及ぶ水道管が敷設

されていた。大小 の起重機が5基 あ り、その中には60ト ンの大起重機1基

が含 まれている。技師及 び技術労働者の数は1,000余 人である。 この ように

旅順 ドックの規模は広大 で、設備はまた万全であ り、当時東洋における最高
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水準の海軍艦艇修理基地であった ということがで きよう。

1890年ll月 、旅順 ドック最初 の修理艦艇である鋼鉄製巡洋艦`平 遠'号

(排水量2,200ト ン)が ドック入 りした。翌年 の1月 には、巡洋艦`済 遠'

号及 び北洋海軍の主力艦`定 遠'号 と`鎮 遠'号 が相次 いで ドック入 りした。

ところで、北洋海軍の中 ・小型艦艇 の修理 は先述の通 りその大部分 を大沽

ドックが担 うこととされたが、現実には必要最低限の対応 に とどまらざるを

得なかったため、旅順 ドック竣工後 は修理 を求め る艦艇が殺到 して一時稼働

能力超過 の状況 となったが、i技師及 び技術 労働者たちの最善の努力 によ り

25隻 すべての修理 に対応 することがで きた。不完全 な統計数値で はあるが、

1890年 か ら1894年 までの5年 間で、旅順 ドックが修理 した艦艇 の総数 は

58隻(重 複 を含む。)に 達す るとされ る。 また大量 のボイ ラー と各種船舶用

機 器 を製造 してい る。 さ らに海 を隔てた山東半 島の青島及 び劉公 島(威 海

衛。現在 の威海 の一部)に あ る北洋海軍 の本部整備 のた めに鉄造埠頭4か

所 を建造 している。1893年 には、巡洋艦`超 勇'号 と`i陽威'号 のボイラー

4台 を交換 している。1894年 には、ボイラー組立工場、蒸気舳板(サ ンパ ン)

建造工場、大型船舶用機器収納庫な どを増設 している。旅順 ドックは北洋海

軍艦艇 の修理任務のほか、当該 ドック周辺 の港湾地域0体 の海防任務 も負っ

ていた。

1894年7月25日 、 日清戦争が開始 され る と旅順 ドックは物資や弾薬な ど

を運ぶ輸送船`普 済'号 な どの応急修理に追われ るようにな り、 また9月17

日か ら10月17日 の間は、黄海海戦 において重大 な損傷 を被 った`定 遠'号

や`鎮 遠'号 な ど7隻 の艦艇 の修理 をお こなっている。日清戦争後の旅順 ドッ

クは、1897年 末 までに、鍛造工場、鋳造工場、蒸気機関工場、蒸気舳板(サ

ンパ ン)建 造工場な ど6工 場 と船舶修繕機器26台 、 そして従前の規模 と比

較 して僅か10分 の1の100余 人の技 師及 び技術労働者 を残すだけの状況 と

な り、その結果旅順 ドックはわずかの艦艇の維持修理をお こな うだ けとなっ

た。
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結 び

中国の産業振興及び海上防衛 を勘案 した とき、南北地域 における船舶の造

船及 び修理拠点の合理的な配置が具体的な課題 となった。

1870年 、李鴻章は天津機i器総局 において船舶修理を開始 し、1875年 には

造船 を開始 した。湊漢船、潜水艦 な どの特殊船舶 の建造が天津機器総局の特

徴である。

1874年 、両広総督瑞麟…の命 を受 けて温子紹は広東軍装機器局 を創設 した。

1874年 か ら1882年 の問に、..十 隻の小 型蒸気船及 び砲艦 が建造 された。

1884年12月 、両広総督張之洞 は広東軍装機器局 における銃砲、弾薬製造部

門 と造船部 門の分離 を図 り、1885年 の初 めに黄哺船局 を創設 した。張之洞

就任後、建造 され る船舶 は大型化 し、蒸気機関のパ ワー もアップして航行速

度 も高速化 した。洋務運動期間中における船舶建造総 トン数 は福州船政局 に

次 ぐ中国第2位 の造船基地 となった。

1880年 、李鴻章 は大 沽 ドックの創設 に着 手 した。翌1881年 か らは海軍

の艦艇 の修理を開始 した。1881年 か ら1900年 の間 に大小の艦艇73隻 を修

理 している。 また1882年 か ら艦艇 の建造 を開始 し、1913年 までの問 に38

隻 が建造 された。

大沽 ドックの創設 とほぼ同時期の1880年 、李鴻章 は海防の要衝地旅順の

要塞化 を図 るための築港 と併せ て ドックの建設 に着手 した。1890年 秋竣工

した ドックは旅順 ドック と命名 された。1890年 か ら1894年 の5年 間 に旅

順 ドックが修理 した艦艇 の数 は北洋海軍の主力艦であ る`定 遠'号 や`鎮 遠'

号 を含 めて58隻 に達す る。

1874年 か ら1895年 の問は、近代中国にお ける第二段 階の発展期 に当た

り、 中国南北 にわたって6大 造船拠 点が形成 されてい った。 その結果、艦

艇建造数 も大幅に増加 し、船種 も多様化 し、建造技術 も進歩 して、大小の艦

艇 の修理が可能 となった。 さらに産業振興の面か らいえば、造船は先端基幹
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産業 のひ とつ として工業、交通な ど関連産業振興 の牽引車 としての役割 を果

た した と評価す ることができよう。
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[図4]ク ーパー ドック遺構

[図5]ル ックス ン ドック

技術産業の導入と発展の研究(四)121
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[図9]大 沽 ドック全 景
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[図]1]大 沽 ドックが1882年 にイギ リスか ら輸入 した大型 エ ア ・ハ ンマ ー
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[図13]旅 順 ドック工場群 の一部

[図14]旅 順 ドックで修理 中 の船舶
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[図15]李 鴻章像
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附 録

一、天津機器局歴代最高責任者

名 称 氏 名 在 任 期 間 備 考

天津軍需機器総局 崇 厚 1866年12月 ～1870年6月 三 口通 商 大 臣

天 津 機 器 局

(名 称 変 更)

李鴻章 1870年11月 ～1895年8月 直隷総督

北 洋 機 器 局

(名 称 変 更)

王文詔 1895年8月 ～1900年6月 直隷総督

二、天津機器局歴代局長(局 長代理)

名 称 職 名 氏 名 在 任 期 間

天津軍需機器総局 局 長 徳 椿 1867年5月 ～1870年10月

メ ド ウ ス(中 国

名密妥士)※

1867年5月 ～1870年10月

天 津 機 器 局

(名 称 変 更)

局 長 沈 保靖 1870年11月 ～1873年9月

局 長 呉 賛誠 1873年9月 ～1876年

局長代理 呉 賛誠 1876年 ～1878年

劉 汝翼 1876年 ～!878年

黎 兆巣 1876年 ～1878年

局長代理 周 酸 1880年 ～1886年

局長代理 劉 汝翼 1883年 ～1886年

局長代理 沈 保靖 1886年 ～1893年5月

局 長 傅 雲龍 1893年5月 ～1896年

北 洋 機 器 局

(名 称 変 更)

局 長 江 瑞高 1896年 ～1897年

任 之騨 1897年 ～1899年

局 長 王 仁宝 1899年 ～1900年
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※Meadows,JohnArmstrongTaylor。1817年 ～1875年 。イ ギ リス 人 。

1845年 来 中、 広 東 で 北 京 官 話(普 通 語)と 広 東 語 を学 び、 通 訳 、翻

訳 に従 事 す る。1861年 か ら天 津 に お い て 通 商 方 面 で 活 躍 す る。 イ ギ

リス副領 事、 デ ンマー ク駐 天津領 事 な どを歴任 す る。1875年 夏 、 天

津 に お い て死 去 。

三、広東軍装機器局一黄哺船局歴代局長(副 局長)

職 名 氏 名 在 任 期 間

局 長 温 子紹 1873年 ～1885年3月

局 長 方 耀 1885年3月 ～1886年

副 局 長 沈 熔経 1885年3月 ～1886年

施 在鉦 1885年3月 ～1886年

局 長 王 藻辰 1886年 秋 ～

副 局 長 干 蔭森 1886年12月 ～1887年

熊 方柏 1886年12月

局 長 林 賀 山同 1901年

局 長 郵 正彪

局 長 魏 潮 1904年6月 ～1911年10月
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